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*************************************************** 

多面的機能支払 メールマガジン 

「農村ふるさと保全通信」 第 136号（2024.4.19） 

農林水産省農村振興局 多面的機能支払推進室 

 

************************************************* 

多面的機能支払のメールマガジン「農村ふるさと保全通信」の第 136号をお届けします。 

--第 136号の目次--------------------------------------------------------------- 

１ 活動組織の活動紹介 

  ☆大泉
おいずみ

田園景観保全会（長野県上伊那
か み い な

郡南箕輪
みなみみのわ

村
むら

）☆ 

地域の方々と協力し、200 年以上にわたる伝統行事「まんどふり」や豊かな農村景観を次の

世代に繋いでいます！ 

☆安久
やすひさ

水と緑の会（静岡県三島
み し ま

市）☆ 

農閑期の田んぼにお花を植栽し、毎年「お花畑コンサート」を開催しています！近隣の直売

所への来訪者も増えています！ 

２ 活動組織へのインタビュー  

☆上名久井
か み な く い

地区
ち く

環境保全隊（青森県南部町
なんぶちょう

）☆ 
地域の伝統芸能の継承活動を通じて築かれた「地域のまとまり」をうまく活用し、農地の管

理に取り組んでいる組織があります！役員の方にインタビューを行いました！ 

３ 活動組織の活動の啓発・普及紹介 

☆新田
しんでん

地区農村環境保全組合（宮城県栗原
くりはら

市）☆ 

   ホームページを開設して活動に関する情報を発信しつつ、気軽に問合せができるようにしていま

す！ 

【編集後記】  
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■１ 活動組織の活動紹介 (1) ～大泉
おいずみ

田園景観保全会（長野県上伊那
か み い な

郡南箕輪
みなみみのわ

村
むら

）～ ■ 

～地区概要～ 

当地区は中央アルプスの経ヶ岳を源とする大泉川の

扇状地に位置しています。水田地帯と畑作地帯からな

る歴史ある農村地域であり、先人の尽力による灌漑水

路で諏訪湖の水を利用しています。活動範囲は、田

141.3ha、畑 64.0ha、農道 18.3km、水路 45.2km

です。 

 

～主な取組～ 

◎草刈り作業の省力化や田園景観の向上を図るため、

法面に芝等のカバープランツを植栽する試験を実施

しています。また、「レンゲプロジェクト」と名付け

て、冬季間の砂塵飛散防止や花園を目的として田畑

にレンゲの植栽を推進しています。 

 

◎この地域の２００年余にわたるお盆の伝統行事であ

り、麦わらに火をつけ、振り回して祖先の霊を迎え

る、「まんどふり」の継承に向けた活動を実施してい

ます。遊休農地でまんどの材料となる大麦の種まき・

麦踏み・刈取りと麦わらを編みあげる活動を、小学校

PTA や消防団と連携して実施しています。 

 

◎また、地域資源保全管理構想策定のために実施した

ワークショップの中で、地域の憩いの場の創設やホ

タルの復活を望む意見が多くあったため、ホタルの

保全や地域の歴史ある水利資源である横井戸の保全

を中核とした「大泉ネイチャーランド構想」を計画

し、現在実現に向け取り組み中です。 

 

◎今後も、地域の伝統・文化・技術や農村地域の景観を

次世代に引き継ぐための活動に尽力していきたいで

す。 

【大泉田園景観保全会】 

 

 

 

芝の吹き付け作業 

麦の収穫 

建設中のホタル水路 

親子のまんどふり 
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編集担当 SDGsコメント 

 法面への芝等のカバープランツの植栽試験は管理作業の省力化につながることから目標２

（持続可能な農業生産を支える）に貢献しています。また、地域の伝統行事である「まんど

ふり」について、伝統を継承し、農村コミュニティの強化に取り組むことで目標 11（住み

続けられる地域をつくる）に貢献しています。地域の伝統や景観が次世代につながる活動を

応援しています。 
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■１ 活動組織の活動紹介 (2) ～安
やす

久
ひさ

水と緑の会（静岡県三島
み し ま

市）～ ■ 

～地区概要～ 

当地区は、三島市の南部に位置する稲作中心の田園地帯です。近年では交通の便が良い

こともあり、非農家の住民が増加している中、住民間の交流を大切にしている地域です。

活動範囲は、田 21.3ha、畑 0.7ha です。 

 

～主な取組～ 

◎ 地区の草刈りや清掃活動

には非農家を含め多数の

参加があります。また、草

刈り作業軽減のため、法面

への防草シートの設置や

土法面のコンクリート化

に取り組んでいます。 

 

 

◎ 地域の子供クラブや小中学校と連携し、さつまい

もの植付けや収穫などの農業体験を年４,５回開催

しています。また、地域の景観向上のため、農閑期

の田んぼにれんげやワイルドフラワーを植栽し、

毎年お花畑コンサートを開催しています。これら

の活動には地域内外から約３００名以上の参加が

あります。イベントを開催することで、地域の野菜

やお米を販売する近在の直売所への来訪者も増

え、地域の活性化に繋がっています。 

 

◎ ICT 技術を活用した水管理シス

テムなど、最先端の技術を導入

し、実装化を進めています。 

 

◎ 今後も、地域の伝統・文化・技

術や農村地域の景観を次世代

に引き継ぐための活動に取り

組んでいきます。 

【安久水と緑の会】 

 

 

野菜の植付け体験 

お花畑コンサート 

未対策の路肩 防草シート設置 
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編集担当 SDGsコメント 

 法面への防草シートの設置等は、管理作業の省力化につながることから目標２（持続可能

な農業生産を支える）に貢献しています。また、植栽活動やそれに伴って開催されるイベン

トにより多くの観光客が訪れ、地域の活性化につながっていることは、目標８（地域におけ

る所得向上や雇用の確保を図る。）に貢献しています。これからも本交付金を有効に活用して

いただき、地域の活性化につながる活動を応援しています。 
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■２  活動組織へのインタビュー ～上
かみ

名久井
な く い

地区
ち く

環境保全隊（青森県南部町
なんぶちょう

）～■ 

 

 

 

 

 

～ インタビュー ～ 

○話し手 上名久井地区環境保全隊 四戸氏 

○聞き手 青森県三八地域県民局地域農林水産部農村計画課 

     青森県南部町農林課 

 

Q：組織を立ち上げたきっかけを教えてください。 

A：組織を発足するにあたり、地域の中から今後農地を守っていくためには個々の農家だ

けではなく、より地域で一体となった共同活動による農地の管理に取り組んでいかなけ

ればいけないという声があがってきたことから、平成 24 年度から活動に取り組んでい

ます。 

 

Q：構成員に農業者のほか多数の非農業者団体が参加していますが、参加に至った経緯を

教えてください。 

A：構成員には 4 つの町内会や老人会、子ども会が活動に参加しています。 

参加している団体間では、多面的機能支払交付金の活動に取り組む以前から地域の

伝統芸能である「えんぶり」や「神楽」の継承活動を通じ、長年に渡って地域のコミュ

ニティを築いてきました。本交付金の活動を始めるにあたり、これまで培ってきた「地

域のまとまり」をうまく活用できると考え、活動に参加することになりました。 

 

Q：組織を運営する中で苦労したこと・心がけている

ことを教えてください。 

A：苦労した点は、町内会をはじめ参加している団体

が多く、構成員も 200 人を越えているため、各団体

との連絡調整が大変です。 

役員としては、当たり前の話ではありますが、活

動内容は組織で話し合った上で決定し、構成員全員

に確実に周知すること、本交付金を適正に執行する

ことを心がけ、組織の運営に取り組んでいます。 

活動範囲：田 61ha、畑 27ha 

対象施設：水路 7.2km 農道 18.4km 

活動開始時期：平成 24 年度～ 

組織の概要 

役員の四戸氏 

水路の草刈作業の様子 
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Q：活動を行ってよかったことを教えてください。 

A：水路管理の面では、人力作業だけでは賄いきれ

ない部分もあり、本交付金を活用したバックホ

ウによる土砂の撤去作業は非常に助かっていま

す。また、農道管理の面では、共同活動により

定期的に敷砂利や周辺の草刈りが行われている

ため、適切に管理できていると実感しています。 

 

Q：今後の展望や目標を教えてください。 

A：組織での活動を始めて 10 年以上経過してお

り、現在の役員の多くが 75 歳以上になり、高

齢化が進んでいる状況です。 

今後も引き続き、地域の農地を守っていくた

めにも、次世代を担う若い人にスムーズに引き

継いでいきたいと思っています。 

 

【青森県三八地域県民局地域農林水産部農村計画課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども会等も交えた植栽活動の様子 

水路の泥上げ作業の様子 

編集担当 SDGsコメント 

 伝統芸能を通じ築いてきた「地域のまとまり」をきっかけに、多様な団体の参画を増やすこと

は、目標 16（多様な主体の参画による地域づくりを推進する。）に貢献しています。地元団体

と協力した活動、とても素晴らしいと思います。地域一体となった活動をこれからも続けていた

だき、次世代を担う若い人へスムーズに引き継いでいけるよう応援しています！ 
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■３  活動組織の活動の啓発・普及紹介 

～新田
しんでん

地区農村環境保全組合（宮城県栗原
くりはら

市）～■ 

 

～ 工夫しているポイント ～ 

♢ 令和３年４月１日にホームページを開設しました。活動の予定や様子を逐次書き

込み、情報発信をしています。 

♢ パソコンや携帯電話でいつでもどなたでも閲覧できるようにしています。 

♢ 今後は全国の活動組織の方々と情報交換できるようにしたいと考えています。 

広報の概要 

気軽にお問合せができるよう、活動組織の問合せフォームを設置しています。 

ポイント１  
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組織の活動内容を知ってもらうため、年間の事業計画や生物多様性保全計画等、関

連する計画を掲載しています。 

ポイント２  

共同活動や景観形成活動、長寿命化等、活動内容が分かりやすいよう写真で紹介を

しています。 

ポイント３  
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■ 編集後記 ■ 

読者の皆様、こんにちは。はじめまして、新年度より「農村ふるさと保全通信」の担当

を前任から引き継ぎました。引き続き、皆様に少しでも役に立つ情報を届けられるように

努めていきます！ご意見・ご感想等もぜひお待ちしています！ 

 私事ですが、４月から社会人となり上京し、はじめての一人暮らしがスタートしました。

引っ越し当日に食あたりを起こしたり、はじめての洗濯でボールペンを一緒に洗ってしま

ったりと散々なスタートですが、頑張って生きていこうと思います。（笑） 

 これからどうぞよろしくお願いします！ 

  

------------------------------------------------------------------------------- 

◇多面的機能支払メールマガジン「農村ふるさと保全通信」バックナンバー◇ 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/tamen_siharai/

nouson_furusato_hozen/index.html 

バックナンバーはこちらの二次元バーコードからもご覧いただけます！→ 

◇「多面的機能支払交付金のロゴマーク」◇ 

ロゴマークは以下のサイトからご利用になれます。 

活動内容の紹介や広報の発信などに、どんどんご活用ください！！ 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/attach/pdf/

tamen_siharai-31.pdf 

◇配信先メールアドレスの変更・配信解除等◇ 

メールアドレス等の変更やメールマガジンの配信解除等は以下のサイトから。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/ 

手続きにはパスワードが必要です。 

お忘れの場合は、以下のサイトでパスワードを再発行して下さい。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/re.html 

◇多面版 SDGs アイディアシート（案）◇ 

SDGs アイディアシートのダウンロードは以下のサイトから。 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanri/jirei_SDGs.html 

◇ご意見・ご感想等◇ 

メールマガジンに関するご意見・ご感想や取り上げて欲しいテーマ、ご自身の所属する活動組織

の紹介文（300 字程度）等に関するメールをお待ちしています！！ 

tamen_ml@maff.go.jp 
---------------------【発行】---------------------- 

〒100-8950 東京都千代田区霞が関１-２-１ 
農林水産省農村振興局整備部農地資源課 

多面的機能支払推進室（担当：青木、土田） 
TEL：03-3502-8111（内線 85683） 

-------------------------------------------------- 
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